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廿日市市協働によるまちづくり

基本条例  全会一致で可決 
「互いの自主性を尊重して取り組みま

す」「それぞれの地域性を大切にして取り

組みます」など７つの基本原則と、市民の

役割、市の責務が規定されています。計画

の策定、まちづくりにかかわる人材育成、

まちづくりの担い手としてふさわしい市

職員の育成等も規定。４月１日施行です。 
 

  

24
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
合
わ
せ
て
７
１
２
億
４
９
０
６
万

４
千
円
、
前
年
度
比
Δ
４
，
０
％
で
す
。

水
道
事
業
と
国
民
宿
舎
事
業
の
企
業
会
計

は
31
億
５
４
９
３
万
６
千
円
で
23
年
度

比
Δ
５
，
４
％
で
す
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
不
要
な
事
業

が
含
ま
れ
て
い
る
一
般
会
計
、
市
民
負
担

が
重
く
軽
減
策
が
不
十
分
な
、
国
民
健
康

保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ

た
市
営
住
宅
特
別
会
計
に
、
討
論
で
理
由

を
述
べ
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
会
派

か
ら
反
対
討
論
の
あ
っ
た
国
民
宿
舎
事
業

会
計
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。  

議
員
定
数
条
例 

議
員
定
数
を
現
行
の
３０
か
ら
２６
と
す
る

改
正
案
が
議
員
提
案
で
提
出
さ
れ
、
反
対

１４
、
賛
成
１４

で
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決
と

な
り
ま
し
た
。
栗
栖
・
大
畑
・
植
木
議
員
が
反

対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
大
畑
議
員
の
討
論

の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す 

議
会
は
主
権
者
の
縮
図
に 

議
会
制
民
主
主
義
が
機
能
す
る
に
は
、
で
き
る

だ
け
議
会
は
直
接
民
主
主
義
に
近
い
形
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
意
を
正
確
・
公
正
に
反
映

す
る
た
め
に
、
普
通
選
挙
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
議

会
は
「
主
権
者
の
縮
図
」
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
な
る
べ
く
民
意
を
正
し
く
反
映
す
る
に

は
、
一
定
程
度
の
定
数
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
以
前
の
地
方
自
治
法
で
は
、
定
数
が
定
め
ら
れ

て
い
た
。（
人
口
12
万
人
で
は
３０
〜
３４
人
） 

資
質
を
高
め
る
努
力
を
こ
そ 

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
市
会
議
員
は
多
す
ぎ
る
。」

と
思
わ
れ
る
の
は
、
議
員
が
、
市
民
の
代
弁
者
と

し
て
働
い
て
い
る
と
見
え
な
い
か
ら
で
は
な
い

か
。
議
会
改
革
は
定
数
問
題
で
は
な
く
、
議
員
の

資
質
を
高
め
る
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、

（
６
月
制
定
目
標
）
そ
の
条
例
を
真
に
生
か
せ

ば
、
議
員
の
資
質
、
議
会
の
権
能
が
高
め
ら
れ
る
。 

 

定
数
減
で
削
ら
れ
る
の
は
民
意 

議
員
定
数
を
減
ら
す
こ
と
を
「
身
を
削
る
」
と

よ
く
言
わ
れ
る
が

、
議
席
は
議
員
の
所
有
物
で

は
な
い
。
市
民
の
も
の
で
あ
り
、
定
数
削
減
で
削

ら
れ
る
の
は
民
意
で
あ
る
。
「
削
る
」
と
い
う
な

ら
、
な
ぜ
議
員
報
酬
の
ほ
う
を
言
わ
な
い
の
か
。 

行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
、
経
費
節
減
の
た
め

に
定
数
を
減
ら
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
も
問
題

で
あ
る
。
議
員
が
減
れ
ば
、
行
政
に
対
す
る
監
視

機
能
が
低
下
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

地
盤
や
知
名
度
の
な
い
一
般
市
民
が
議
員
に
な

る
の
が
よ
り
難
し
く
な
り
、
女
性
、
青
年
、
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
の
議
会
へ
の
進
出
を
抑
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。 

議
会
費
は
民
主
主
義
の
重
要
な
費
用 

 

廿
日
市
市
の
議
会
費
は
２２
年
度
決
算
で
市
の

普
通
会
計
の
０
，
７
％
。
経
費
削
減
で
あ
れ
ば
、

大
き
な
不
要
不
急
の
公
共
事
業
等
の
見
直
し
な

ど
、
ほ
か
に
求
め
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
議
員
を
減

ら
す
こ
と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
低
下
さ
せ
、
経

費
削
減
で
は
な
く
逆
効
果
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。 

本
市
の
合
併
前
の
市
町
の
議
員
数
７２
↓
合
併

後
３０
に
な
り
、
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上

減
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

日
本
共
産
党 

無
料
生
活
・
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
前
１０
時
〜 

西部地区事務所 
37－ 0171

   

◆
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成 

７
０
０
万
円 

 

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成 

店
舗
も
対
象
に 

 

当初予算  

仲
介
は 

 

新
は
つ
か
い
ち 

玖島保育園廃止  子どもも若者も住んでいるのに…  ３月議会報告 
３月６～2２日 

 

市
の
財
政
を
圧
迫
す
る
よ

う
な
費
用
負
担
は
な
く
、
今

急
い
で
廃
園
に
す
る
必
要

は
な
い
は
ず
で
す
。 

「
存
続
を
」
陳
情 

 

３
月
議
会
前
に
、
玖
島
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
清
水
会
長
、

大
畑
議
員
な
ど
６
人
で
、
市

長
に
玖
島
保
育
園
を
存
続

す
る
旨
の
陳
情
を
行
い
ま

し
た
が
、
「
将
来
子
ど
も
が

増
え
た
ら
必
ず
再
開
す
る
」

（
市
長
）
と
、
廃
止
条
例
案

は
取
り
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
っ
た
ん
廃
止
さ

れ
た
ら
再
開
の
基
準
園
児

数
は
「
20
人
」
と
さ
れ
、

再
開
の
望
み
は
、
ほ
ぼ
断
た

れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
修
正

案
を
提
案 

常
任
委
員
会 

保
育
園
条
例
の
一
部
改

正
と
し
て
、
玖
島
保
育
園
の

廃
止
と
、
深
江
保
育
園
の
移

転
に
伴
う
住
所
変
更
の
二

つ
が
一
本
の
議
案
で
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
植
木
委
員
が
、
玖
島
保

育
園
の
廃
止
に
関
す
る
部

分
を
削
除
し
た
修
正
案
を

提
案
。
修
正
案
は
賛
成
少
数

（
賛
成
は
植
木
・
三
分
一
・

広
畑
委
員
）
で
否
決
さ
れ
、

原
案
が
賛
成
多
数
と
な
り

ま
し
た
。 

本
会
議
で
は
反
対
５ 

本
会
議
で
は
、
大
畑
・
植

木
議
員
が
反
対
討
論
、
山

田
・
丸
山
議
員
が
賛
成
討
論

を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
反
対
は
大

畑
・
植
木
議
員
（
日
本
共
産

党
市
議
団
）
小
泉
・
石
原
・

三
分
一
議
員
（
社
会
市
民
ク

ラ
ブ
）
の
５
人
で
す
。 

人
数
は
少
な
く
て
も 

保
育
園
は
必
要 

玖
島
保
育
園
は
２
年
前

に
３
人
の
年
長
児
が
卒
園

し
た
後
は
園
児
が
０
で
、
休

園
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
玖

島
保
育
園
は
０
歳
児
保
育

や
延
長
保
育
が
な
く
、
や
む

な
く
友
和
な
ど
他
の
園
に

通
園
し
て
い
た
り
、
さ
ら
に

１
・
２
歳
児
の
募
集
を
行
わ

な
く
な
っ
た
た
め
、
子
ど
も

が
い
て
も
玖
島
保
育
園
に

入
園
で
き
な
い
状
況
で
し

た
。
玖
島
に
は
10
代
が
１
２

５
人
、
20
代
が
１
１
４
人

（
23
年
４
月
）
と
若
者
が
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎

年
子
ど
も
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。
若
い
世
代
の
定
着
の

た
め
に
も
保
育
園
が
必
要

で
す
。
休
園
状
態
で
は
特
に



 

大
畑 

２
月
８
日
の
日
米
両
政
府
の
共
同
報
道
発
表
で
は
、
在
沖

縄
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
を
分
離
し
て
進
め
、
１
５
０
０
人
の
海

兵
隊
を
岩
国
基
地
に
移
転
さ
せ
る
案
が
示
さ
れ
た
。
（
そ
の
後
、

海
兵
隊
の
岩
国
基
地
へ
の
移
転
は
撤
回
）
ま
た
、
岩
国
基
地
へ
オ

ス
プ
レ
イ
を
配
備
す
る
計
画
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
廿
日
市
市
上

空
の
米
軍
機
飛
来
回
数
も
増
え
て
お
り
、
今
後
再
編
強
化
が
進
め

ら
れ
れ
ば
、
更
に
危
険
が
増
す
恐
れ
が
あ
る
。
①
市
長
は
、
関
係

自
治
体
と
協
力
し
、
ま
た
、
独
自
に
も
岩
国
基
地
へ
の
空
母
艦
載

機
移
転
及
び
、
海
兵
隊
移
転
反
対
の
活
動
を
強
め
る
べ
き
だ
。
②

今
回
の
見
直
し
は
、
２
０
０
６
年
の
日
米
合
意
の
破
た
ん
で
あ

り
、
米
軍
再
編
計
画
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
。
③
市
民

お
よ
び
市
職
員
か
ら
の
、
米
軍
機
の
目
撃
・
騒
音
情
報
収
集
の
仕

組
み
づ
く
り
を
④
グ
ア
ム
移
転
費
の
う
ち
、
未
執
行
分
は
返
還
を

求
め
、
日
本
国
民
の
た
め
に
使
え
と
求
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 

眞
野
市
長 

 

①
②
④
今
回
の
見
直
し
で
、
在
日
米
軍
再
編
は
重
大
な
局
面
を

迎
え
て
い
る
。
岩
国
基
地
機
能
増
強
計
画
に
は
、
一
貫
し
て
反
対

の
意
思
を
表
明
し
て
き
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
抗
議
文
や
要
請
文

を
送
付
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
市
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
今
後
も
、
適
切
な
要
請
を
し
て
い
き
た
い
。 

答
弁 

西
村
総
務
部
長 

③
目
撃
情
報
等
は
市
役
所
へ
連
絡
い
た
だ
き
、
年
２
回
県
へ
報
告

す
る
。
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
周
知
す
る
。
三
次
市
役
所
で
は
職
員
か
ら
の

情
報
も
集
約
し
て
お
り
、
本
市
も
そ
う
い
う
方
法
を
と
っ
て
み 

 

た
い
。 

★昨年から、３月議会では市長の施政方

針に対する代表質問を導入しています。 

大
畑 

施
政
方
針
で
は
「
公
共
施
設
地
区

別
将
来
予
測
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
今
後

の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
」
と
あ

る
。
何
を
も
っ
て
「
配
置
や
運
営
の
最
適

化
を
図
る
（
施
政
方
針
）
」
の
か
。「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
（
同
）
」
と

な
れ
ば
、
経
費
の
割
に
利
用
者
の
少
な
い

施
設
、
地
域
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
玖
島
保
育
園
の
廃
止
条
例
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
に
と
っ
て
公
共
施

設
が
持
つ
意
義
を
十
分
わ
か
っ
て
い
る

の
か
。
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
行
え
ば
、

「
持
続
可
能
な
（
同
）
」
地
域
は
で
き
な

い
。
構
造
改
革
路
線
で
崩
さ
れ
た
市
民
生

活
と
地
域
を
元
気
に
し
、
持
続
可
能
に
す

る
た
め
に
、
新
自
由
主
義
的
な
行
政
運
営

の
方
向
は
見
直
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 

堀
野
副
市
長 

バ
ブ
ル
期
に
多
く
の
公
共
施
設
を
建

て
て
き
た
が
、
人
口
減
少
、
厳
し
い
財
政

状
況
で
も
、
将
来
に
わ
た
り
真
に
行
政
が

担
う
べ
き
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
、

計
画
的
な
更
新
、
効
率
的
な
管
理
運
営
、

配
置
の
適
正
化
な
ど
、
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
る
。
最
適
化
の
基

準
は
、
一
律
に
線
引
き
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
ハ
コ
モ
ノ
と
し
て
の
存
続
で
は
な

く
、
機
能
の
持
続
を
優
先
的
に
考
え
る
。 

 

コ
ス
ト
の
み
を
追
求
し
た
競
争
原
理

で
は
な
く
市
民
視
点
に
立
っ
た
効
果
的

効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
。 

公
共
施
設
の
統
廃
合
は
地
域
を
衰
退
さ
せ
る 

効
率
最
優
先
の
行
政
運
営
は
見
直
し
を 

 

 

 

奥 典道新教育長に申し入れ 

５
月
11
日 

植
木
・
大
畑
市
議
は
、
奥

典
道
新
教
育
長
に
、
教
育
の
機
会
均
等
を

保
障
す
る
こ
と
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
は

し
な
い
こ
と
、
な
ど
教
育
に
関
す
る
７
項

目
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

観光交流施設の運営方針 
議員全員協議会の説明 

 
 日本が支出したグアム移転費 

・2009年 3億3600万ドル（約345億円）うち執行は923万ドル 

・2010年 4億9780ドル（約468億円）が全く執行されず 

・2011年 140億円計上するが、アメリカに資金移転もされず。 

利子（09年211万ドル、10年170万ドル）合計で381万ドル… 

為替レート（１ドル＝77円）で換算すると約２億9340万円に  

グアム協定では事業終了後に 資金の残額と発生した利子を日本側に返還することを定めて

います。計画の破たんが明らかになっている以上、グアム移転経費の返還を求めるべきです。 
 

2012年予算 米軍再編経費707億円 

グアム移転費の上限は28億ドル（約2300億円）から、アメリカの要求で31億ドル

（約2550億円）へと増やされ、テニアンの米軍基地整備費も含まれています。 

 

大畑美紀議員の代表質問 

反
対
活
動
を
強
め 

市
民
・
職
員
の
目
撃
情
報
収
集
周
知
を 

米軍岩国基地増強 

▼
大
畑
議
員
は
、
こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
中
山
間
地
の
に
ぎ
わ

い
創
出
、
農
業
振
興
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
代
表
質
問
し
ま
し
た
。 

新はつかいち  

 

      の 
◆国民宿舎みやじま杜の宿 

 宿泊客の減少で赤字が続いており、経営診断
の結果、市は今後、指定管理者制度を導入する

方針です。宮島水族館のリニューアルオープン

等による宿泊客増もあり、運営体制の改善で黒

字化が可能、としています。日本共産党市議団

は、比較的安価で気軽に利用できる施設として

の役割を考慮しつつ対応を検討していきます。 
◆アルカディア・ビレッジ 

1月に指定管理者の（株）ケントクから指定
管理の解除の申し出があり、市は①指定管理者

を変更し現行通り運営②目的や機能を変更し

運営 の 2案を基本に検討を進める方針です。 


